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7
 表紙 未来への再解釈と再生建設  
   第7回 
  21世紀の落水荘＝Fallingwater Dragon 
  龍門瀑 in Barcelona 

  ─日本古来の神仙蓬莱思想『作庭記』の再解釈と 
  西欧幾何学建築との融合 鈴木裕一

	 2 オピニオン 

  「ファシリティマネジメント」への意識 
   髙橋康夫
  ウチとソト 武田雄二
  「温熱環境指標」がいっぱい 渡邉裕人
  小中学校の統廃合と私たちができること 
　   安藤かおり

	11 北から南から
  ［新潟］地産・地消という木材の使い方 
   室岡耕次
  ［静岡］「伊豆石の蔵」は黙して語る 堀内秀哲

	12 旅から旅絵  第127回 

  キンベル美術館との出会い 木村丈夫

	  「近代の呪縛を放て」（反近代）を 
  解き放し、新たな分野を切り拓き、 
  布野思想を提示する 
  布野修司 氏 

  ［建築思想家、日本建築学会 名誉会員 
    日本大学 客員教授、滋賀県立大学 名誉教授］

	 4 この人に聞く 第187回

本会のCPD認定プログラムはホームページで日々 更新しています

https://www.kenchikushikai.or.jp

36 建築とユニバーサルデザイン 第11回 

 小規模店舗での対応─入り口とトイレ 古瀬 敏

40 建築材料が描く、図と地の姿 第3回 

 建築材料からみた建築の環境影響 田村雅紀

44 カーボンニュートラルの現時点を知る　　　
 ［前編］温暖地域におけるカーボンニュートラル活動 古川 保 

 ［後編］「道の駅ごいせ仁摩」とカーボンニュートラル 足立正智

CPD講座 

  特集 
13	 第32回まちづくり会議／令和5年度全国まちづくり委員長会議 報告 
  震災からの復興と 
  歴史的環境の保全・活用

14  被災地間の情報交流から生まれる建築士会のまちづくり 近角真一

13	 特集のことば    伊東龍一

27	 令和5年度 全国まちづくり委員長会議  
		  「能登半島地震発生から53日」現地からの報告 1・2・3
     中西良成、徳田義弘、鈴木 博

  「熊本地震仮設住宅はじめて物語」とその続きのお話 
  ─令和2年7月豪雨を経て「くまもと・住まいの復興デザイン」へ 田邉 肇

  熊本地震から8年、建築士として思うこと 廣田清隆

  ［パネルディスカッション］熊本地震から能登半島地震へ 豊永信博

  ［防災まちづくり部会］防災まちづくりの視点から 井上正文

  震災復興における熊本の歴史まちづくりから学ぶワークショップの進め方 

     清水耕一郎

  ［景観まちづくり部会］景観まちづくりの視点から 
  　　　　　　　　震災前のまちづくりと、行政・各団体の連携による復興 豊永信博

  ［福祉まちづくり部会］福祉まちづくりの視点から 川口孝男

  ［街中（空き家）まちづくり部会］街中（空き家）まちづくりの視点から 髙橋康夫

  ［木のまちづくり部会］木のまちづくりの視点から 
  　　　　　　　　いきいきと使われ続ける建築の残し方に感銘 三井所清典

20	 ワークショップ

  ［歴史まちづくり部会］歴史まちづくりの視点から 青木伊知郎

	51	 News Clip
	55	 イベント＆新製品

	48 Report 
		  令和5年度全国青年委員長会議 開催報告
   山本道善

	50 Book Review ［評者］

 　　　『超インテリアの思考』 坂牛 卓
  『ラストサムライの挑戦！ 技術立国ニッポンは 
  ここから始まった！ 明治日本の産業革命遺産』
   神子久忠

	15 事例報告
［1］NPO法人熊本まちなみトラストの震災後の活動 
　  ─新町・古町地区を中心に 冨士川一裕

［3］KIMOIRIDONの挑戦─一般社団法人設立の背景と活動について 河野修治

［2］熊本地震における歴史的建造物復旧支援の取り組み 
　  ─ヘリテージマネージャーの役割 山川満清

［4］持続可能な歴史まちづくりに向けた取り組み 木下皓一郎

［5］熊本地震後の歴史的町並みを活かした熊本のまちづくりの動き 伊東龍一

第3回（最終回）


